
   

 

６
月
１９
日
午
後
オ
ー
ル
沖
縄
会
議

主
催
「
元
米
海
兵
隊
員
に
よ
る
残
虐

な
蛮
行
を
糾
弾
！
被
害
者
を
追
悼
し
、

海
兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る
県
民
大

会
」
が
、
那
覇
市
内
で
６
万
５
千
人

（
大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
４
人
）
の

参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
で
は
、
翁
長
知
事
挨
拶
な
ど

の
後
、
日
米
両
政
府
に
①
遺
族
・
県

民
に
対
し
て
改
め
て
謝
罪
し
完
全
な

補
償
②
在
沖
米
海
兵
隊
の
撤
退
と
米

軍
基
地
の
大
幅
な
整
理
・
縮
小
、
県

内
移
設
に
よ
ら
な
い
普
天
間
飛
行
場

の
閉
鎖
・
撤
去
③
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
改
定
を
行
う
こ
と
を
求
め
る

決
議
文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

            

 

沖
縄
県
民
大
会
は
、
元
海
兵
隊
員

に
よ
る
残
虐
な
事
件
の
被
害
者
へ
の

追
悼
か
ら
始
ま
り
、
被
害
者
の
父
親 

   か
ら
の
手
紙
が
読
み
上
げ
ら
れ
、「
こ

ん
な
残
虐
な
事
件
の
被
害
者
は
娘
で

最
後
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー

ル
沖
縄
会
議
共
同
代
表
の
稲
嶺
名
護

市
長
の
「
今
日
６
月
１９
日
は
父
の
日

で
あ
る
。
も
し
彼
女
が
生
き
て
い
れ

ば
彼
女
は
父
親
に
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
は
叶
う
こ
と
が
な
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
に
は
自
分
の
父
親
を
照

ら
し
合
わ
せ
す
ご
く
悲
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。 

 
同
じ
く
玉
城
愛
さ
ん
の
発
言
で
、

「
総
理
大
臣
を
含
む
本
土
で
暮
ら
し

て
い
る
人
た
ち
は
第
２
の
加
害
者
で

す
」
と
い
う
言
葉
に
す
ご
く
強
烈
な

印
象
を
受
け
ま
し
た
。
沖
縄
と
い
う

場
所
は
個
人
的
に
好
き
で
何
度
も
足

を
運
ん
で
い
る
が
、
実
際
に
そ
こ
で

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
に
つ

い
て
は
深
く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
玉
城
さ

ん
は
自
分
の
同
年
代
の
人
が
被
害
に

あ
っ
た
こ
と
に
恐
怖
を
感
じ
て
お
り
、

も
し
か
し
た
ら
自
分
や
自
分
の
周
囲

の
人
が
被
害
者
だ
っ
た
か
も
し
れ
な 

い
、
ま
し
て
や
次
は
自
分
が
標
的
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
を 

抱
え
た
ま
ま
基
地
が
撤
去
さ
れ
る
ま

で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
だ
と
感
じ
い
て
い
る
の
で
す
。 

 

翁
長
知
事
が
「
２１
年
前
の
「
事
件

以
降
沖
縄
の
民
主
主
義
を
変
え
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
こ
ん
な

事
件
が
起
き
て
し
ま
い
、
あ
な
た
を

守
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご
め
ん
な

さ
い
」
と
発
言
さ
れ
た
時
に
は
こ
の

今
の
沖
縄
の
現
状
を
思
い
目
頭
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
高
江
で
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事

に
対
す
る
抗
議
行
動
に
参
加
し
た
際
、

米
国
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ

ん
（
前
日
か
ら
高
江
に
滞
在
）
の
発

言
で
の
「
大
統
領
や
国
の
偉
い
さ
ん

は
危
な
い
か
ら
絶
対
オ
ス
プ
レ
イ
に

は
乗
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
す
ご

く
直
球
で
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ

ん
な
危
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
配
備

し
て
何
が
「
安
全
保
障
」
な
の
だ
ろ

う
と
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
沖
縄
で
の
こ
と
は
す
ご
く

勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
し
、
肌
で
沖

縄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
充
実
し

た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

 

６
月
１８
日
大
阪
の
メ
ン
バ
ー
は
沖

縄
県
統
一
連
な
ど
が
開
い
た
「
沖
縄

連
帯
学
習
交
流
集
会
」
に
出
席
。
集

会
で
は
赤
嶺
政
賢
日
本
共
産
党
衆
議

院
議
員
ら
の
報
告
を
通
し
て
次
の
こ 

と
を
学
び
ま
し
た
。 

 
 

軍
隊
と
レ
イ
プ
は
表
裏
一
体
で
、

今
回
の
う
る
ま
市
女
性
暴
行
事
件
は

米
軍
基
地
が
あ
る
が
故
の
必
然
。
こ

ん
な
事
件
が
発
生
し
て
も
基
地
内
で

は
凶
器
の
捜
索
も
で
き
な
い
。
沖
縄

が
日
米
地
位
協
定
に
守
ら
れ
た
軍
事

優
先
社
会
で
あ
る
こ
と
を
告
発
し
、

日
米
同
盟
打
破
と
い
う
し
っ
か
り
し

た
認
識
の
上
に
立
つ
沖
縄
の
た
た
か

い
と
全
国
か
ら
の
連
帯
支
援
が
必
要
。 

 

６
月
１９
日
午
前
、
大
阪
の
参
加
者

は
那
覇
市
内
で
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の

伊
波
洋
一
参
院
選
候
補
を
押
し
上
げ

る
ビ
ラ
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
小
さ
な
支
援
は
、
７
月
１０
日

参
院
選
で
島
尻
沖
縄
担
当
大
臣
に
１０

万
６
千
票
の
大
差
を
つ
け
た
伊
波
氏

の
当
選
に
結
実
し
ま
し
た
。 

 

６
月
２０
日
東
村
高
江
へ
行
き
「
ヘ

リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
住
民
の
会
」
会

員
と
米
軍
北
部
訓
練
場
メ
イ
ン
ゲ
ー

ト
前
を
一
時
封
鎖
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
参
院
選
翌
日
ア
ベ
内
閣

は
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
前
に
座
り
込
ん
だ

市
民
を
排
除
し
オ
ス
プ
レ
イ
着
陸
帯

建
設
資
材
を
搬
入
し
ま
し
た
。
本
土

か
ら
の
高
江
支
援
が
急
が
れ
ま
す
。 

 

 
  

６
月
１２
日
沖
縄
の
国
民
平
和
大
行

進
が
、
大
浦
湾
の
懐
に
あ
た
る
二
見

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
天

気
は
悪
く
、
雨
具
に
身
を
固
め
た
参

加
者
は
１
３
０
名
。
挨
拶
に
立
っ
た

東
京
の
山
口
さ
ん
は
、
自
ら
の
「
通

し
行
進
」
を
記
録
に
撮
っ
て
い
る
映

画
監
督
で
、
今
回
も
カ
メ
ラ
マ
ン
を

同
行
し
て
の
参
加
。
大
阪
か
ら
も
常

連
の
北
川
さ
ん
を
は
じ
め
８
名
が
参

加
。
い
ず
れ
の
方
の
挨
拶
に
も
強
い

執
念
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

赤
嶺
共
産
党
衆
院
議
員
も
多
忙
の

中
、
「
核
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て

頑
張
ろ
う
」
と
激
励
。
一
行
は
雨
の

中
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
を
目
指

し
て
行
進
を
始
め
ま
し
た
。
年
配
者

の
中
に
若
者
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
。

道
路
の
両
側
は
米
軍
基
地
。
先
導
車

に
合
わ
せ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

繰
り
返
し
、
オ
レ
ン
ジ
の
フ
ロ
ー
ト

（
浮
具
）
が
撤
去
さ
れ
た
大
浦
湾
が

見
え
て
き
た
弾
薬
庫
前
で
、
同
議
員

か
ら
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
成
果
を
聞

き
ま
し
た
。
小
１
時
間
で
メ
イ
ン
ゲ

ー
ト
の
テ
ン
ト
前
に
到
着
。
盛
ん
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
交
流
し
、
昼
食
を

と
り
、
午
後
は
１０
キ
ロ
先
の
到
着
地
、

松
田
小
学
校
横
を
目
指
し
て
出
発
。

雨
は
次
第
に
激
し
く
な
り
、
も
う
土

砂
降
り
。
道
路
が
川
に
な
り
、
辺
野

古
の
海
は
赤
土
が
流
れ
真
っ
赤
。
自

然
の
猛
威
に
怯
ま
ず
歩
き
続
け
た
行

進
は
、
日
米
両
政
府
の
「
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
」
の
民
意
を
無
視
す

る
異
常
さ
に
、
非
暴
力
で
闘
う
沖
縄

を
見
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
こ
と
の

成
り
行
き
は
世
界
が
見
て
い
ま
す
。 

回
文
「
世
界
的
関
心 

平
和
な
き
沖
縄

異
変 

進
化
来
て
活
か
せ
」
（
せ
か
い

て
き
か
ん
し
ん 

へ
い
わ
な
き
お
き
な
わ

い
へ
ん 

し
ん
か
き
て
い
か
せ
） 

 

        
 

2016 年７月 25 日（月曜日） 

自
然
の
猛
威
に
怯
ま
ず 

 
 
 

歩
き
続
け
た
平
和
行
進
」 

福
山
功
勝
さ
ん
の
メ
ー
ル
№
２ 

2114 号 

65,000 人が集った「6.19」県民大会 

沖縄県内の平和行進 



 

国
民
平
和
大
行
進
・
出
発
集
会
が

６
月
３０
日
昼
、
柏
原
市
役
所
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
多
い
３
０

０
人
が
参
加
。
集
会
後
、
参
加
者
は
、

辰
巳
孝
太
郎
共
産
党
参
院
議
員
や
昨

年
に
続
い
て
大
阪
通
し
行
進
に
挑
む

玉
置
大
阪
平
和
副
理
事
長
、
吉
田
穂

高
旭
区
平
和
委
員
会
青
年
な
ど
を
先

頭
に｢

い
ま
こ
そ
核
兵
器
を
な
く
そ

う｣

、｢

『
戦
争
法
』
を
廃
止
さ
せ
よ

う｣

「
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
」
「
非
核

の
大
阪
湾
を
実
現
し
よ
う
」
と
沿
道

に
コ
ー
ル
し
な
が
ら
八
尾
市
役
所
経

由
東
大
阪
市
役
所
ま
で
歩
き
ま
し
た
。 

こ
の
後
国
民
平
和
大
行
進
は
幹
線

と
網
の
目
の
２
コ
ー
ス
で
大
阪
の

街
々
を
練
り
歩
き
、
７
月
７
日
兵
庫

県
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

 

玉
置
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
、
府
通
し

行
進
完
遂
、
ご
苦
労
様
で
し
た 

青
年
学
生
部
青
年
協
議
会
は
、
７

日
夜
平
和
委
員
会
事
務
所
で
府
通
し

行
進
者
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
青
年

A
.G

.

サ
ニ
ョ
さ
ん
の
健
脚
と
奮
闘
を

称
え
親
睦
を
深
め
る
た
め
送
別
会
を

１６
人
で
開
催
し
ま
し
た
。 

         
 
 

 

 

７
月
５
日
午
後
、
大
阪
安
保
の
植

田
、
大
阪
平
和
の
上
羽
両
事
務
局
長

は
大
阪
市
港
湾
局
を
訪
れ
、
川
下
敦

史
海
務
課
長
に
「
米
海
軍
掃
海
艦
『
パ

ト
リ
オ
ッ
ト
』
の
大
阪
港
入
港
（
７

／
６
～
１０
）
許
可
を
認
め
な
い
要
請

と
質
問
書
」
を
手
交
し
、
小
一
時
間

以
下
の
よ
う
な
折
衝
を
し
ま
し
た
。 

 

◇
７
月
１
日
の
入
港
通
知
は
い
く

ら
な
ん
で
も
遅
す
ぎ
る
・
・
・ 

◆
海
務
課
長
―
６
月
２８
日
午
後
４

時
に
知
ら
さ
れ
た
。 

◇
入
港
の
目
的
は
？ 

◆
海
務
課
長
―
米
国
領
事
館
な
ど

に
よ
れ
ば
、
補
給
と
休
養
が
主

な
目
的
で
、
今
回
は
慰
問
な
ど

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い
。 

◇
市
が
入
港
許
可
す
る
ま
で
に
と

っ
た
対
応
と
経
過
は
？ 

◆
海
務
課
長
―
外
務
省
・
北
米
局

日
米
地
位
協
定
課
の
担
当
者
な

ど
に
連
絡
を
取
っ
た
。 

◇
今
年
に
な
っ
て
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
を
含
め
３
回
目
の
入
港
通
知
。

安
保
法
制
の
も
と
で
、
米
軍
艦

の
度
重
な
る
入
港
は
、
既
成
事

実
の
積
み
重
ね
か
ら
軍
港
化
へ

の
地
な
ら
し
と
い
え
る
の
で

は
？ 

◆
海
務
課
長
―
商
業
貿
易
港
と
し

て
商
船
の
シ
フ
ト
を
優
先
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
歓
迎
の

立
場
で
は
な
い
。 

◇
次
の
３
つ
の
要
請
事
項
に
正
式

回
答
を
お
願
い
す
る
。 

１
．
米
艦
船
「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」

の
入
港
目
的
や
大
阪
港
入
港

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
経
過
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

２
．
大
阪
市
が
、
今
回
入
港
許
可

す
る
ま
で
に
取
っ
た
対
応
と

経
過
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

３
．
入
港
予
定
の
通
知
に
つ 

 

い
て
は
、
海
上
保
安
庁
か
ら
の

大
阪
市
へ
の
連
絡(

約
１
か
月

前)

の
際
に
、
大
阪
市
議
会
な

ら
び
に
市
民
に
通
知
連
絡
さ

れ
る
こ
と 

◆
海
務
課
長
―
７
月
末
に
文
書
回

答
す
る
。 

 

和
泉
市
役
所
が
６
月
１４
日
人
事
課

長
名
で
、
各
課
長
宛
て
に
「
自
衛
隊

体
験
入
隊
研
修
の
開
催
に
つ
い
て
」

と
い
う
文
書
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の

目
的
は
、
通
常
業
務
と
異
な
る
体
験

を
通
じ
て
、
困
難
に
打
ち
勝
つ
粘
り

強
い
精
神
力
の
要
請
お
よ
び
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
成
し
遂
げ
る
達
成
感
を
通

じ
て
自
身
の
み
な
ら
ず
部
下
の
成
長

を
引
き
出
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育

成(

原
文)

…
。
女
性
も
含
む
対
象
者

は
原
則
参
加
で
、
事
実
上
の
強
制
参

加
で
す
。
し
か
も
返
事
は
２
日
後
の

１６
日
と
い
う
も
の
。 

和
泉
平
和
委
員
会
は
、
６
月
１５
日

左
記
の
「
自
衛
隊
体
験
入
隊
研
修
の

中
止
を
求
め
る
要
請
書
」
を
和
泉
市

長
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。 

―
今
年
和
泉
市
は
６
０
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
６０
年

に
し
て
初
め
て
市
職
員
を
対
象
に
し

て
、
自
衛
隊
へ
の
１
泊
２
日
の
「
体

験
入
隊
研
修
」
を
行
う
こ
と
を
突
如

明
ら
か
に
し
た
。 

 

和
泉
市
は
非
核
平
和
宣
言
都
市
と

し
て
平
和
と
人
権
を
守
る
市
民
の
先

頭
に
立
つ
べ
き
で
あ
り
、
今
回
の
事

態
は
驚
き
と
憤
り
を
隠
し
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
和
泉
平
和
委
員
会
に
と
っ
て

憲
法
を
踏
み
に
じ
り
「
安
保
関
連
法
」

が
強
行
さ
れ
自
衛
隊
が
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
を
す
す
め
よ
う
と
し
て

い
る
も
と
で
市
職
員
の
自
衛
隊
へ
の

体
験
入
隊
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
市
民
へ
の
不
安
や
動

揺
を
招
く
今
回
の
体
験
入
隊
は
即
時

中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
― 

 

な
お
、
７
月
４
日
和
泉
市
長
は
自

衛
隊
と
「
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
要
請
を
拒
否
し
ま
し
た
。 

 

 

７
月
１８
日
夕
高
校
生
平
和
サ
ー
ク

ル
「
た
こ
焼
き
か
ら
ピ
ー
ス
」
が
大

阪
城
入
口
で
核
兵
器
廃
絶
署
名
行
動

を
６
人
で
実
施
し
１２
筆
集
め
ま
し
た
。 
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今月の言葉 「指一本挙げたのは一握りの人だけ」

「マッカーシイとその手下が現れたとき、彼らに対
して指一本でも挙げたのは、ほんの一握りの人だ
けだった。ほとんどすべての人たちが、直接手を下
すかただ手をこまねいてみているかの違いはある
が、マッカーシイズムに力を貸した」 

（『眠れない時代』 リリアン・ヘルマン著） 
現下の日本は、赤狩りが盛んな１９５０年代の米

国と似ている点がある一方、参院選で戦後史初
の、アベ暴走政治を許さない市民と野党の共闘（会
員の渡部結日本共産党候補がその要として奮闘）
が実現し健闘した。ここに未来がある。 

夏の戦争展案内 

天王寺 7 月 29 日(金)、30 日(土) 10:00～ 
大阪市立社会福祉センター 

東大阪 7 月 30 日(土)13:00～ 31 日(日)10:00～
ユトリ―ト東大阪 

八 尾  8 月 6 日(土) 13:00～  7 日(日)10:00～
プリズムホール 

旭 区  9 月 3 日(土）10:00～18:00       
旭区区民センター  

   夏の原爆展案内 

関目学園  8 月７日(日)午前 歩く原爆パネル展

協力者には折り鶴指南 

日
本
平
和
委
員
会
青
年
学
生
部 

ピ
ー
ス
エ
ッ
グ
イ
ン
信
太
山 

〇
９
月
１７
日(

土)

～
１９
日(

休)
 
 

〇
信
太
山
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

〇
１
日
目 

分
科
会
、
２
日
目 

メ

イ
ン
企
画
、
３
日
目 

班
討
論 

 
 
 
 

 
 

多
数
ご
参
加
を
！ 

右が吉田穂高さん（７月４日） 


